
新
公
民
館
長
就
任
あ
い
さ
つ

小
幡
　
泰
俊
　

　

こ
の
３
月
末
日
を
持
ち
ま
し
て

里
山
辺
公
民
館
長
を
退
任
し
ま

し
た
。

　

２
期
４
年
間
の
在
任
中
は
、
町

会
連
合
会
を
は
じ
め
各
種
団
体
の

皆
さ
ん
や
、
公
民
館
５
部
門
の
皆

さ
ん
に
は
多
大
な
ご
支
援
と
ご
協

　
退
任
の
あ
い
さ
つ

多
田
健  

前
公
民
館
長
　

　

公
民
館
の
活
動
は
、
人
と
人
を
つ

な
ぎ
豊
か
な
心
を
醸
成
す
る
文
化

的
な
活
動
で
す
。
里
山
辺
公
民
館

に
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
推
進
す
る
た

め
に
、
公
民
館
運
営
委
員
会
、
体

育
委
員
会
、
文
化
委
員
会
、
図
書

視
聴
覚
委
員
会
、
館
報
編
集
委
員

会
が
あ
り
、
年
間
を
通
じ
て
多
く

の
委
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
人
と
人
と
のつ
な
が
り
が

希
薄
と
な
り
、
以
前
で
は
当
た
り

前
と
さ
れ
て
き
た
地
域
で
も
挨
拶

さ
え
交
わ
す
こ
と
が
無
く
なって
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
主
義
が

声
高
に
叫
ば
れ
、
や
や
も
す
る
と
共

に
活
動
す
る
機
会
も
避
け
る
傾
向

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
態
で
は
、
人
間
関
係
が
ギ
ク
シ
ャ

ク
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
力
は
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
公
民
館
の
活
動
は

人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
会
話

や
協
働
す
る
こ
と
で
心
を

豊
か
に
す
る
大
事
な
活
動

だ
と
思
う
の
で
す
。

　

是
非
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
、
里
山
辺
地
区
が
気
軽

に
話
が
で
き
、
明
る
く
安

心
で
き
る
地
域
づ
く
り
の

一端
を
共
に
担
って
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

里
山
辺
公
民
館
長

　
小
幡
　
泰
俊

 

令
和
2
年
度
　

  

公
民
館
の

　
主
な
事
業
の
ご
案
内

◇
第
5
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　
【
中
止
】　

5
月
20
日
（
水
）

◇
第
50
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
【
中
止
】　

5
月
31
日
（
日
）

◇
夏
ま
つ
り

　
　
　
　
　

7
月
22
日
（
水
）

◇
第
67
回
野
排
球
大
会

　
　
　
　
　

8
月
23
日
（
日
）

◇
第
16
回

　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　

8
月
25
日
（
火
）

◇
第
65
回
大
運
動
会

　
　
　
　
　

10
月
18
日
（
日
）

◇
第
46
回
文
化
祭
・
福
祉

　
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
11
月
7
日（
土
）・8
日（
日
）

◇
第
64
回
卓
球
大
会
・

　
第
41
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　

11
月
15
日
（
日
）

◇
山
辺
地
区
立
志
式

　
　
　
　
　

2
月
6
日
（
土
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
事
業
の

実
施
を
見
直
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

最
新
の
情
報
に
つい
て
は
毎
月

発
行
の
「
里
山
辺
公
民
館
だ

よ
り
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
４
年
間
は
地
域

の
様
々
な
方
々
と
知
り
合
い
、
元
気

で
楽
し
く
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
小
幡
新
館
長
の
も
と

皆
さ
ん
の
英
知
が
結
集
さ
れ
、
里

山
辺
ら
し
い
公
民
館
活
動
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
、
退
任
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
二
年
度
　
公
民
館
活
動
に
つ
い
て

  

―
人
と
人
を
つ
な
ぐ
心
豊
か
な
活
動
に
―

令和元年度　里山辺公民館決算書 （単位：円）
歳　　　入 歳　　　出

　 項 　 　 目 　
町 会 分 担 金
補 助 金
雑 収 入
繰 越 金
戻 入 金

　 合 　 計 　

決 算 額
1,842,500

442,490
9

310,000
97,377

2,692,376

決 算 額
159,305
30,000
90,000

711,149
123,951
225,434
95,400

182,093
474,368
10,000

108,000
114,877
60,072

307,727
2,692,376

　 項 　 　 目 　
学 習 活 動 費
館 報 編 集 費
図書視聴覚事業費
体 育 事 業 費
文 化 事 業 費
まちづくり事業費
委 員 費
事 務 費 等
補 助 金
分 担 金
印 刷 製 本 費
会 議 費
保 険 料・慶 弔 費
次 年 度 繰 越 金
　 合 　 計 　

　

こ
の
度
、
長
年

公
民
館
活
動
の
推

進
役
と
し
て
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し

た
、
多
田
健
前
公
民
館
長
の
後
任

と
し
て
里
山
辺
公
民
館
の
館
長
と

な
り
ま
し
た
小
幡
泰
俊
と
申
し
ま

す
。
歴
史
あ
る
里
山
辺
公
民
館
の

館
長
と
し
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
こ
と
に
、
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
私
は
、
こ
の
三
月
ま
で

公
民
館
運
営
委
員
長
と
し
て
四
年

間
様
々
な
公
民
館
活
動
に
参
加
し
、

地
域
の
多
く
の
皆
様
と
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
く
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ

と
で
、
公
民
館
の
事
業
は
多
く
の

人
に
よって
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

多
く
の
地
域
の
皆
様
と
話
す
機
会

も
増
え
、
顔
見
知
り
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
こ
そ
が
公
民
館
活
動
の

根
本
で
あ
る
と
思
って
い
ま
す
。

　

さ
て
、
里
山
辺
公
民
館
の
歴
史

は
古
く
、
今
年
度
で
七
十
四
周
年

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
公
民

館
活
動
は
多
く
の
皆
様
の
献
身
的

な
支
援
の
上
に
成
り
立
って
い
る
も

の
で
、
活
動
さ
れ
た
先
人
の
皆
様

に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、

人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
明
る
く
安
心

で
き
る
里
山
辺
に
出
来
ま
す
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
笠
原
陽
子
＝
福
祉
ひ
ろ
ば

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
山
口
洋
子
・

永
井
三
香
子
＝
教
育
文
化
セ
ン

タ
ー
職
員
／
岡
野
真
樹
＝
旧
山
辺

学
校
校
舎
職
員
／

横
山
耕
二
・
野
口

真
紀
＝
山
辺
中
間

教
室
適
応
指
導
員

福
祉
ひ
ろ
ば
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
の
新
任
職
員
の
紹
介

世帯数：    5,371 戸
　男　：    5,800 人
　女　：    6,152 人
　計　：  11,952 人
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新型コロナウイルスへの感染を予防しましょう ！

兎川寺のしだれ桜

藤井のしだれ桜  

い
つ
も
と
違
う
静
寂
の
桜
模
様

を
掲
載
し
、
当
時
の
面
影

を
連
想
さ
せ
る
貴
重
な
財

産
に
な
り
ま
し
た
。

　

4
月
10
日
、
若
里
町
公
民
館

の
前
に
設
置
さ
れ
た
案
内
板
が

お
披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。
戦

時
下
の
里
山
辺
村
か
ら
出
征
す

る
兵
を
見
送
っ
た
万
歳
塚
の
存

在
を
紹
介
す
る
も
の
で
、
里
山

辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と

町
会
と
で
設
置
し
ま
し
た
。
案

内
板
に
は
里
山
辺
か
る
た
の
絵

札
と
読
み
札
、
そ
し
て
今
は
形

の
な
い
万
歳
塚
の
位
置
（
推
定
）
若里町町会

万歳塚の案内板

須々岐水神社
八坂神社例大祭
神事のみ実施

須々岐水神社の
神事の様子

八坂神社の
神事の様子

① 手洗いは小まめに行いましょう。
皆が触れるドアや手すり、スイッチに触ったら忘れずに手を洗いましょう。
店舗に備えつけの消毒液は必ず入る時と出る時に両手につけましょう。

② 咳やくしゃみはマスクやハンカチ、肘で口を覆いましょう。
③   人との接触は極力しない。どうしても人が集まる場所に行くときは

人と接近せずに十分な間隔（２メートル程度）を空けるようにしましょう。
詳しくは厚労省のサイトをチェックして出来る事から対策しましょう。

身近に潜むウイルスはいつどこでどんな経路で感染するかわかりません。
まずは自分の身を守ることが大切です。ここで簡単にできる予防策をおさらいします。

◇
里
山
辺
公
民
館

公
民
館
長
　
小
幡
泰
俊

館
長
補
佐
　
加
藤
政
彦

公
民
館
主
事
　
石
川
和
也

会
計
年
度
任
用
職
員
　
本
田
奈
輔
子

◇
公
民
館
運
営
委
員

◎
小
幡
政
義
　
○
小
岩
井
登
嗣
治

武
田
善
徳
　
小
山
洋
範
　
池
上
葉
子

福
田
浩
道
　
吉
村
美
枝
　
小
田
さ
お
り

松
尾
　
衛
　
田
垣
元
敏
　
篠
田
洋
一

◇
体
育
委
員

〈
本
部
〉◎
松
尾
　
衛
○
大
嶋
康
弘

○
横
内
敏
之

小
島
　
勤
　
萩
原
健
志
　
山
田
英
行

大
西
富
夫
　
丸
山
克
之
　
浅
村
賢
充

武
井
信
幸
　
二
木
利
貴
　
蓑
島
太
郎

百
瀬
一
実
　 

東
　
正
美
　
三
澤
進
一

〈
町
内
〉  

宮
入
新
太
郎
　
田
村
和
規

白
澤
雄
介
　
花
見
光
春
　
猿
田
英
之

伊
部
史
浩
　
野
澤
義
直
　
勝
田
友
廣

市
原
大
輔
　
小
口
悦
夫
　
田
中
啓
一

小
岩
井
健
司
　
小
岩
井
浩
一
　
山
田
巻
義

松
本
彰
彦
　
深
澤
由
浩

◇
松
本
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

多
田
　
健
　
東
城
日
出
子

◇
文
化
委
員

〈
本
部
〉◎
田
垣
元
敏
○
白
木
基
善

大
山
和
良
　
小
幡
富
貴
子

野
澤
好
子
　
西
村
徹
志
　
布
野
け
さ
子

早
川
恵
子

〈
町
内
〉     

西
原
潤
一  

大
澤
嘉
幸

丸
山
ち
あ
き  

二
木
高
廣
　
大
山
和
良

小
幡
龍
興   

佐
々
木
今
朝
明
　
西
村
徹
志

平
林
敏
江
　
高
木
宣
昭
　
坪
田
利
文

小
岩
井
亮
治
　
小
澤
俊
明
　
藤
森
一
志

丸
山
裕
美
子
　
開
藤
哲
也

◇
図
書
視
聴
覚
委
員

◎
小
田
さ
お
り
○
重
田
美
子

千
野
三
千
代
　
村
本
千
絵
美
　
石
川
水
穂

辻
ト
メ
子
　
東
城
日
出
子
　
愛
瀬
三
枝

◇
館
報
編
集
委
員

◎
小
岩
井
登
嗣
治
　
○
浅
海
智
広

丸
山
ち
あ
き
　
二
木
幹
男
　
渡
邉
　
昇

後
藤
美
奈
子
　
横
山
俊
作

　　
里
山
辺
公
民
館

　
　
町
会
・
各
役
員
他

　
　
　
　
　
　 

◎
は
長
　
〇
は
副

◇
町
会
連
合
会
・
公
民
館
長
会

　 下
金
井　

 

上
内
宏
太
郎　

上
地
昭
一

新
　
井 

○
多
田
　
健　

柿
澤
英
二

湯
の
原    

木
下
晴
夫
　
金
井
貞
徳

藤
　
井
　 

滝
澤
廣
幸
　
山
本
和
利

上
金
井
　 

木
下
清
水
○
佐
々
木
幸
一

薄
　
町
　 

上
兼
　
忠
◎
小
幡
政
義

兎
川
寺
　 

西
村
孝
也
　
須
澤
和
晴

荒
　
町
　 

小
山
洋
範
○
吉
田
　
誠

西
荒
町
　 

成
田
　
満
　
櫻
井
道
男

北
小
松
　 

丸
山
哲
弘
　
笠
原
正
晴

西
小
松 

○
坪
田
利
文
　
井
内
実
男

南
小
松
　 

倉
田
清
志
　
忠
地
佳
貴

林
　    

◎
武
田
善
徳
　
加
藤
真
一

美
里
町
　 

米
倉
千
博
　
早
川
太
平

若
里
町
　 

桑
原
信
一
　
宮
田
　
一

小
松
町
　 

青
木
資
子
　 

土
屋
幸
二

◇
子
ど
も
会
育
成
会

◎
篠
田
洋
一
○
加
藤
麻
純 

○
宮
川
香
織

◇
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

〈
町
内
〉◎
鈴
岡
潤
一

矢
島
隆
弘
　
金
井
貞
則
　
山
本
和
利

佐
々
木
幸
一
　
小
幡
龍
興
　
藤
森
秀
男

小
山
洋
範
　
成
田
　
満
　
笠
原
正
晴

井
内
実
男
　
新
井
　
悟
　
加
藤
真
一

早
川
太
平
　
岡
原
庸
雄
　
開
藤
哲
也

〈
各
種
団
体
〉○
吉
田
　
誠

桑
原
信
一
　
太
田
京
子
　
浅
原
真
由
美

中
嶋
幸
蔵
　
五
味
　
誠
　
福
田
浩
道

吉
村
美
枝
　
池
上
葉
子
　
宮
澤
一
男

佐
々
木
雅
実
　
篠
田
洋
一
　
布
野
芳
枝

町
会
名

町
会
長

公
民
館
長

　新型コロナウイルスへの感染防
止のため、残念ながら恒例のお祭
りは中止となりましたが、境内では
神事を無事挙行できました。
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